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3 ．病院船氷川丸 回顧

鈴木　衛

　戦争は徒労 で あ るが 、病 院船 の 使命 は崇高で ある 。 私は 昭和 18年 4月よ り19年 8月まで

氷川 丸に 乗 り組み 、勤務 して い たの で 、 その 回顧談を試み た 。

　順 序 として

12

つ

」

4

緒言お よび病 院船 の 安全性 につ い て 。

氷川丸に 関す る著書 6 冊の 展示 。

病室の 設置 、 設備 。

私の乗船期間中の 航海記録 と経験談 、 目撃談を行 っ た 。

　私の 航海 は 1次 か ら 9次 にわ た っ た 。 そ れ らの 航海中に お きた主 な事柄を述べ た 。 す な

わ ち、 トラ ッ ク島夏島航空基地で の 赤痢撲減 、 船内集談会の 様子、海軍軍医学校同期の 戦

友 との 別れ 、お よび入院、 い わ ゆ る
“
西南廻 り

”

に お け る 出来事 と して 、 ア ン ボ ン で の 事

件、重巡最上 へ の 臨時派遣 、 久邇 宮殿 下 の 入院 、 メ レ ヨ ン 島で の 触雷 、船内風 景な ど 。

　医療 面 として 、患者の収容手続 き 、治療の 実態 に つ い て 話 した 。 外科で も っ と も 多か っ

たの は火傷で 、つ い で 骨折 、 爆 傷 、 下 腿 潰瘍 （熱帯潰瘍）などで 、 こ れ らに たい す る処 置

も述べ た 。 内科で は マ ラ リア 、 ア メ ー バ 赤痢 、 栄養失調 症 が多 く、当時の 冶療法を振 り返

っ て み た 。 マ ラ リアに は、型 の 如 く、 キ ニ ーネ、 ア テ ブ リン 、プ ラ ス モ ヒ ン の 錠剤 を使 用

し、 バ グ ノ ン注射、 ヨ ー
ド鉄 シ ロ ッ プも試み た 。 ア メ ーバ 赤荊の 肝膿瘍 併発例 に は、穿 刺

をお こ ない 経過 を観察 した 。 そ の ほ か 稀 な症例数例に つ い て も説 明 した 。

　処方で は水剤 、散薬 x 錠剤 、 注 射剤に わ た り、 そ の 名称 を列記 し、適応 も解説 した 。 約

束 処方 は 13種あ っ た 。

　患者食は一
般 食 と特別食 に二 大 別 さ れ 、 前者 は粥食 と常食 に分 け られた 。 後者は糖尿病

食 、 腎臓庇護食 A 、 B に分 け、そ の 上に 厳、中、軽 とに 分類 した 。 なお 、外科的結核無塩

食餌、貧血患者用食餌 もあ っ た 。

　 さ らに 、昭和 1i年海軍処方集の コ ピー も展示 した。
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